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20 粒播種 

 
発芽種子数 20 粒 

発芽実験開始時（2015 年 5 月 12 日撮影） 発芽実験開始 15 日後（2015 年 5 月 27 日撮影） 
 写真 1 真水にて発芽実験を行った種子 

 
20 粒播種 

 
発芽種子数 18 粒 

発芽実験開始時（2015 年 5 月 12 日撮影） 発芽実験開始 15 日後（2015 年 5 月 27 日撮影） 
写真 2 塩水に 4 日間浸漬後、真水に発芽実験を行った種子 

 
20 粒播種 

 
発芽種子数 18 粒 

発芽実験開始時（2015 年 5 月 12 日撮影） 発芽実験開始 15 日後（2015 年 5 月 27 日撮影） 
写真 3 塩水に 7 日間浸漬後、真水にて発芽実験を行った種子 

 
・発芽種子数は塩水浸漬日数に関わらず高い傾向だった。 
・発芽後の種子の幼根の伸び方が、塩水浸漬日数が長いほど抑制されているように見える。 


